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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、消費税率引き上げに伴う反動減がみられるものの、全体とし
ては緩やかな回復基調にあります。顧客側のIT投資意欲にも回復傾向がみられます。
このような状況の中、当社グループは、既存顧客向けのシステム開発や社会保障・税番号（マイナンバー）対応

に係るシステム開発支援等を行うとともに、iPhone/iPad/Windowsタブレットを利用した電子決済ソリューション
（「Incredist」及び「ペイメント・マイスター」）の販売・提案活動に注力致しました。
以上の結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は659百万円となりました。損益につきましては、当社

グループは売上が下半期に偏る傾向にあり、上半期は固定費負担の影響が大きいことから、当第２四半期連結累計
期間の営業損失は65百万円、経常損失は67百万円、四半期純損失は67百万円となりました。

（単位：百万円）

 
当第２四半期
連結累計期間

前第２四半期
累計期間(*2)

前年同期比

増減額 増減率

   Ｃ＆Ｓ事業(*1) 281 306 △25 △8.2%

   サービス事業 378 782 △403 △51.6%

 売上高 659 1,088 △429 △39.4%

   Ｃ＆Ｓ事業(*1) △ 6 16 △23 －

   サービス事業 43 233 △189 △81.3%

   全社 △102 △94 △ 7 －

 営業損益 △65 155 △220 －

 経常損益 △67 137 △204 －

 四半期純損益 △67 138 △206 －

（*1）Ｃ＆Ｓ事業：コンサルティング＆ソリューション事業
（*2）前第２四半期につきましては、四半期連結財務諸表を作成していないため、参考値として四半期財務諸表

の数値を記載しております。

セグメントの業績は次のとおりであります。

①コンサルティング＆ソリューション事業
コンサルティング＆ソリューション事業においては、既存顧客を中心としたシステム開発及び保守、自治体向

けのコンサルティング、並びに社会保障・税番号(マイナンバー)対応に係るシステム開発支援等を行いました。
売上及び営業損益は計画を下回って推移しましたが、下期に向けて、引き合い状況は堅調であります。
以上の結果、売上高は281百万円、営業損失は６百万円となりました。

②サービス事業
サービス事業においては、iPhone/iPad/Windowsタブレットを利用した電子決済ソリューション(「Incredist」

及び「ペイメント・マイスター」）の販売・提案活動に注力致しました。
前期納品した大型案件の追加受注及び保守対応により、売上及び営業利益は概ね計画通り進捗しております。
以上の結果、売上高は378百万円、営業利益は43百万円となりました。

（注）前第２四半期は四半期連結財務諸表を作成していないため、前年同四半期との比較分析は行っておりません。

（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比べ101百万円減少し、1,371百万円となりまし
た。主な増減要因は、売掛金の減少（20百万円減）及び現金及び預金の減少（91百万円減）であります。
負債は、前連結会計年度末と比べ33百万円減少し、880百万円となりました。主な増減要因は、借入金の返済に

よる減少（35百万円減）であります。
純資産は、前連結会計年度末と比べ67百万円減少し、490百万円となりました。主な増減要因は、四半期純損失

の計上(67百万円)であります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 連結業績予想につきましては、概ね当初計画通りに進捗していることから、平成26年５月19日の「平成26年３月

期 決算短信」で公表いたしました通期の連結事業予想に変更はありません。

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 該当事項はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 974,563 883,081 

売掛金 166,342 145,804 

商品 6,788 13,899 

仕掛品 1,852 24,963 

その他 61,078 38,772 

貸倒引当金 △300 △200 

流動資産合計 1,210,324 1,106,321 

固定資産    

有形固定資産 1,911 6,585 

無形固定資産 1,562 1,400 

投資その他の資産    

長期貸付金 75,000 75,000 

投資不動産（純額） 219,604 219,028 

その他 39,491 38,026 

貸倒引当金 △75,000 △75,000 

投資その他の資産合計 259,095 257,055 

固定資産合計 262,569 265,041 

資産合計 1,472,893 1,371,363 

負債の部    

流動負債    

買掛金 32,303 52,911 

短期借入金 541,162 510,092 

未払法人税等 25,146 3,646 

その他 67,303 71,335 

流動負債合計 665,915 637,985 

固定負債    

長期借入金 235,540 231,094 

その他 12,979 11,786 

固定負債合計 248,519 242,880 

負債合計 914,434 880,866 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,205,123 1,205,123 

資本剰余金 1,195,798 1,195,798 

利益剰余金 △1,841,188 △1,909,150 

自己株式 △1,275 △1,275 

株主資本合計 558,458 490,496 

純資産合計 558,458 490,496 

負債純資産合計 1,472,893 1,371,363 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

  （単位：千円） 

 
当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

売上高 659,347 

売上原価 507,500 

売上総利益 151,847 

販売費及び一般管理費 217,183 

営業損失（△） △65,335 

営業外収益  

受取利息 802 

受取賃貸料 1,066 

為替差益 5,594 

その他 71 

営業外収益合計 7,535 

営業外費用  

支払利息 6,352 

不動産賃貸原価 2,625 

その他 362 

営業外費用合計 9,340 

経常損失（△） △67,141 

税金等調整前四半期純損失（△） △67,141 

法人税、住民税及び事業税 821 

法人税等合計 821 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △67,962 

四半期純損失（△） △67,962 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

  （単位：千円） 

 
当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △67,962 

四半期包括利益 △67,962 

（内訳）  

親会社株主に係る四半期包括利益 △67,962 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

  （単位：千円） 

 
当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純損失（△） △67,141 

減価償却費 1,713 

支払利息 6,352 

売上債権の増減額（△は増加） 20,537 

たな卸資産の増減額（△は増加） △29,690 

仕入債務の増減額（△は減少） 20,608 

その他 17,924 

小計 △29,694 

利息及び配当金の受取額 802 

利息の支払額 △6,315 

法人税等の支払額 △20,857 

営業活動によるキャッシュ・フロー △56,064 

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △5,650 

投資活動によるキャッシュ・フロー △5,650 

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額（△は減少） △31,070 

長期借入金の返済による支出 △4,446 

財務活動によるキャッシュ・フロー △35,516 

現金及び現金同等物に係る換算差額 5,749 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △91,481 

現金及び現金同等物の期首残高 △974,563 

現金及び現金同等物の四半期末残高 883,081 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年９月30日）

四半期連結財務諸表を作成していないため、記載しておりません。

 

当第２四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円） 

  報告セグメント 

合計 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）２ 
 

コンサルティング 
＆ソリューション事業 

サービス 
事業 

売上高          

外部顧客への売上高 281,049 378,298 659,347 － 659,347 

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
－ － － － － 

計 281,049 378,298 659,347 － 659,347 

セグメント利益又は損

失（△） 
△6,894 43,732 36,837 △102,173 △65,335 

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額△102,173千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であ

ります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。
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